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図11 傍観者の行動 図12 傍観者の気持ち


























小学6年生 54．7％ 21．6％ 6．0％ 17．7％
中学3年生 38．0％ 24．0％ 8．8％ 29．1％
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被害値 Pearson の相関係数 1 ．352＊＊ ．311＊＊ －．187＊＊ －．126＊＊ －．071＊＊ ．189＊＊
有意確率（両側） ．000 ．000 ．000 ．000 ．000 ．000
N 16688 16688 16688 16688 16688 16688 16688
加害値 Pearson の相関係数 ．352＊＊ 1 ．318＊＊ －．066＊＊ －．119＊＊ －．041＊＊ ．062＊＊
有意確率（両側） ．000 ．000 ．000 ．000 ．000 ．000
N 16688 16688 16688 16688 16688 16688 16688
傍観値 Pearson の相関係数 ．311＊＊ ．318＊＊ 1 －．072＊＊ －．121＊＊ －．018＊ ．089＊＊
有意確率（両側） ．000 ．000 ．000 ．000 ．022 ．000
N 16688 16688 16688 16688 16688 16688 16688
学級での居心地度 Pearson の相関係数 －．187＊＊ －．066＊＊ －．072＊＊ 1 ．490＊＊ ．722＊＊ －．324＊＊
有意確率（両側） ．000 ．000 ．000 ．000 ．000 ．000
N 16688 16688 16688 16688 16688 16688 16688
学校の人権尊重度 Pearson の相関係数 －．126＊＊ －．119＊＊ －．121＊＊ ．490＊＊ 1 ．369＊＊ －．269＊＊
有意確率（両側） ．000 ．000 ．000 ．000 ．000 ．000
N 16688 16688 16688 16688 16688 16688 16688
自尊感情 Pearson の相関係数 －．071＊＊ －．041＊＊ －．018＊ ．722＊＊ ．369＊＊ 1 －．228＊＊
有意確率（両側） ．000 ．000 ．022 ．000 ．000 ．000
N 16688 16688 16688 16688 16688 16688 16688
学校の楽しさ Pearson の相関係数 ．189＊＊ ．062＊＊ ．089＊＊ －．324＊＊ －．269＊＊ －．228＊＊ 1
有意確率（両側） ．000 ．000 ．000 ．000 ．000 ．000



























































































































１０８８ １８４４ １３８３ ９４２






664 1139 820 533
2851 5347 3668 1562
全然思わない
とてもそう思う 少しそう思う
図35 自分にはいいところがある 図36 自分にはいいところがある






























































































































1 平成25年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」等結果について 文部科学省 2014年 http://
www.mext.go.jp/b_menu/houdou/26/10/1351936.htm
2 内田良「いじめの都道府県格差――「小学校で過去最多 11万件」の何が問題なのか？ 自治体間で200倍の開き」 http:
//bylines.news.yahoo.co.jp/ryouchida/20141017-00040039/ 2014年
3「いじめ追跡調査2007－2009」「いじめ追跡調査2010－2012」国立教育政策研究所 2013年
4 研究者によっては、「傍観者」「傍観体験」という用語を使わず、これを「目撃者」「目撃体験」という用語を使う場合も
ある。意味は同一であるが、本調査では「そばで見ている」という言葉通り「傍観者」「傍観体験」という用語を使った。
5 この結果は、文部科学省の結果よりは多いと言える。増加した平成24年度ですら全国平均が1000人中5．0件に比して，佐
賀県は2．0件である。だが、国立教育政策所の結果からは下回る数値である。追跡調査では毎年同じ子どもに調査してい
るため、記憶が薄れることがなく、むしろいじめ行為に敏感になると思われる。本調査では「これまでの学校生活では」
という尋ね方をしているため、子どもによっては何年も前のことは記憶にない場合もあるだろう。
6「学校における人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］」文部科学省 2008年
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